　「Interviews With Tapestrists」訳本

　「タペストリー職人へのインタヴュー」第１８巻

　Cherim作『Anequinaの中枢』
　著者：帝国大学教授Livillus Perus
　KhajiitのCherimはMaqamat Lusign（本シリーズの第１７巻に於けるインタヴューの相手）と同時代の人間であり、彼の手になるタペストリーは、この約３０年間、帝国全土に於いて傑作として認められてきた。Elsweyrに点在する彼の４棟の工房は彼の作品の複製を製造しているが、そのオリジナルのタペストリーは一流の価格に値するものである。皇帝みずから１０作のCherimのタペストリーを所有しており、その皇帝の代理人は、現在、５作以上の作品の売買に関して交渉中である。
　Cherimのテーマであるところの、光を発する表面の色調と対照的な抑えられた色づかいは、旧来のタペストリーの作風と著しい対照を作り出すものである。彼の近年の作品は、古代の伝承に取材するものであった――寄り集い世界の構造を論ずる神々、預言者Velothに従ってMorrowindを訪れるChimer、〈白金の塔〉〔White Gold Tower〕でMorihausおよび彼の軍勢と戦うWild Elf。彼の最初期のデザインは、より現代的な題材を扱った。Orcrestの彼の邸宅で、最初の傑作群の内の１作『Anequinaの中枢』に関して、彼と議論を交わす機会を私は得た。
　『Anequinaの中枢』は、第３時代３９４年（あるいは、戦争の開始年として捉えるならば、第３時代３９５年）から第３時代３９９年まで激しく争われた、ElsweyrとValenwoodの間に於ける歴史的戦争〈５年戦争〉〔Five Year War〕を上演するものである。最も公正な報告によれば、その戦争は４年と９ヵ月に亘って続いたが、叙事詩を得意とする大詩人たちに由来する芸術家的奔放によって、その苦難に更なる三ヶ月が加えられたのである。
　その戦闘それ自体の実際の詳細は、Cherimの描写するところによれば、〔タペストリーに於いて〕明白である――Khajiitの軍勢が接近してくるのに対して、それに恐怖の色を浮かべる１２０人のWood Elfの射手の顔つきが互いに識別できる。彼らのホーバーク〔鎖帷子〕は鈍い陽の光を捕えている。Elsweyrの戦猫〔battlecat〕のものである不穏な人影が山々に広がっており、その全身の筋肉は張り詰め攻撃の命令に備えている。このような詳細を隅から隅まで正しくCherimが知り得たことは、それは驚くべきことではない。何故なら、Khajiitの歩兵として、その只中に彼は在ったからである。
　〔タペストリーの〕前景の兵士たちに於いて、Khajiit軍の中装鎧の極めて細かな部分まで見て取れる。チュニックに為された、刺繍の縁どりとストライプの図柄。Elsweyrの流儀に沿った、ゆったりした革鎧の上に留められた漆ぬりのプレート。布と澄んだ色の銀から作られた、ヘルメット。
　「プレート・メイルの何処が良いのか、Cherimには分からないよ。」Cherimは言った。「まず、暑いし。まるで、生きながらに、焼かれて葬られる感じだよ。〈Zelininの戦〉〔Battle of Zelinin〕では、Nordの相談役が言うもんだから、Cherimはそれを着たんだけど、仲間のKhajiitが何してるのか見ようとしても、そっちに体を向けることさえ出来なかったよ。〈Zelininの戦〉のタペストリーのために何枚かスケッチを描いておいたんだけど、そのお陰でリアルなものになるだろうね。鉄のゴーレムやDwemerのcenturionみたいに、とってもメカニカルな造形になったからね〔※１〕。Khajiitの指揮官のことは知ってるからね、あの重いプレート・メイルを捨て去った理由が「戦に役に立たないから」というより「格好わるいから」だとしても、Cherimは驚かないだろうさ。〔※２〕」
　「Elsweyrは〈Zelininの戦〉に敗れたんでしょう？」
　「うん。でも、Elsweyrは〈Anequinaの中枢〉〔Heart of Anequina〕っていう次の戦を始めて、その戦に勝ったよ。」Cherimは微笑して言った。「僕らKhajiitがNordの相談役をSolitudeに追い返してから、すぐに流れが変わったね。僕らは、Nordの連中が持ってきた重装鎧を片っ端から脱ぎ去って、自分らの兵隊が着心地いいと感じられるような今までの中装鎧に、しっかり気づかなくちゃならなかったんだ。当然、中装鎧で何より大事な利点っていうのは、それを着たままでも動き易いってことだよ。タペストリーの中の兵士たちの自然な姿勢を見れば、それが分かるようにね。
　それに、〔タペストリーの〕ちょうど奥の後景のところで戦っている、この哀れにも矢に貫かれたCathay-rahtを見れば、その他の利点というものが分かるね。こう言うと妙に聞こえるだろうけど、中装鎧の持つ最良の特徴は、１つには、矢を完全に逸らしてしまうか、さもなければ、矢を丸きり素通りさせてしまう、ということなのさ。矢の頭は鉤のようになっていて、矢が貫通しなかったら、その矢が当たったところに突き刺さるように作られている。中装鎧を着ていても、自分の体に開いた穴と反対側に飛び出た矢に、その兵士が気づかされる、ということは在るだろうさ。そういう傷は、致命的でなきゃ、僕らの治療師が簡単に治せるけど、その矢が〔中装鎧よりも〕もっと重い鎧の中に残るなら、そいつが身動きする度に傷口が開いちゃうよ。そのKhajiitが鎧を脱ぎ去り矢を引き抜くこと――それが〈Zelininの戦〉で僕らのしなくちゃならないことだった――の無い限り。控えめに言っても、そんなことは、戦闘の熱気の中に在っちゃ、難しくて時間の掛かる処置というものさ。」

私は次に彼に尋ねた。「この戦闘の中に自画像は在るんですか？」
「うん。」ふたたびCherimはニッコリと笑って言った。「Wood Elfの死体から指輪を幾つか盗んでる、小柄なKhajiitの姿が見えるだろう？　彼は君に背を向けてるけど、その尻尾はCherimみたいな茶と橙のストライプだね。Khajiitに関する固定観念が全て理に適っているとは言わないけど、そういうものをCherimは時には認めなくちゃならないね〔※３〕。」
自己批判を自画像に込めるという作風は、本シリーズの第１９巻に於けるインタヴューの相手である芸術家、Ranulf Hookのタペストリーの内にも明らかに認められるものである。
　訳注

　※１　プレート・メイルは金属板〔プレート〕を組み作る鎧。それ故に、その鎧を装備するKhajiitの外見は、鉄のゴーレムやDwemerのcenturionのように少ない平面から構成されることになる。

　※２　Khajiitは、実際のところ、プレート・メイルという重装鎧を脱ぎ、「Elsweyrの流儀に沿った、漆ぬりの木片板〔プレート〕が上に留められた、ゆったりした革鎧」という中装鎧を着た。
※３　Khajiitに関する固定観念の一種は「Khajiitは生来の盗賊である。」というものである。
